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研究要旨： 

 WHO国際分類ファミリー（WHO-FIC）は、その中心分類として ICD、ICF、ICHIの３つを設けて

いる。ICHIは保健・医療関連行為に関する国際分類と訳されており、近年中の世界保健総会で

の承認を目指している。これまでWHO-FICの年次会議等に出席し、ICHIの最新情報を収集す

るとともに、意見提出を図ってきた。ICHIの我が国への活用・普及については、「ICHIテキスト

2021」を用いた地域 ICHI研修会を高松、札幌で開催し、その地域での ICHI普及と指導者の育

成を行ってきた。また ICHIを検索できるブラウザが「ICHI online」に移行されたため、ICHIテキ

ストの改訂が必要となり、「ICHIテキスト 2022」を作成した。 

 今後は多くの医師・医療事務の方に ICHIを理解していただくために ICHI地域研修会の開催を

継続するとともに、 ICHI 指導者の養成を行っていく。さらに「ICHI online」の日本語への仮訳を

行うとともに、ICHI の国内利用ついての具体的方法を立案し、厚生労働省に提案していく。 
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A. 研究目的 

 本研究の目的は、保健・医療関連行為に関

する国際分類（International Classification of 

Health Interventions：ICHI）の開発及び我が

国への活用・普及を検討することである。

WHO 国際分類ファミリー（WHO-FIC）は、そ

の中心分類として、疾病及び関連保健問題の

国際統計分類（ ICD）と国際生活機能分類

（ICF）、ICHI の３つを設けている。ICHI は健

康と福祉に関する情報、および個人や集団に

提供される医療行為に関する幅広い情報をコ

ーディングすることで、標準化された共通言語

として提供しており、近年中の世界保健総会

（WHA）での承認を目指している。 

 研究代表者および研究分担者は、これまで

厚生労働科学研究費補助金（政策科学総合

研究事業）で、WHO-FIC の年次会議、中間

会議、ICHI Task Force会議（ICHI会議）に出

席し、最新の情報を収集するとともに、我が国

の知見やフィールドテスト結果を踏まえた意見

提出を図ってきた。 

 ICHI の我が国への活用・普及については、

新しい国際統計分類であることより、海外での
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活用状況を踏まえて国内での活用方法を提

案するとともに、医療現場への継続的な教育・

普及が必要である。令和 2 年度は ICHI を初

めて扱う医師や医療事務でも理解できるよう

ICHI テキスト 2021 を作成した。ICHI は単純

な分類コードではなく、臨床現場や研究など

様々な場面での使用も想定し、多様な介入を

表現できるよう体系化されている。このためコ

ード検索にはウェブサイトでの活用が必須で、

こ れ ま で 「 ICHI Platform 」

（https://mitel.dimi.uniud.it/ichi/）が提供され

てきた。今後 ICD との連携も必要なため令和

3 年 4 月 に は 「 ICHI online 」

（https://icd.who.int/dev11/l-ichi/en）にブラウ

ザが変更された。このブラウザは英語で記載

されており、今後我が国で普及させるために

は翻訳が求められている。 

 令和３年度は「ICHI online」を用いて、高松、

札幌での地域 ICHI 研修会を対面形式で開催

した。パソコンを持参しての検索方法を指導し

たが、この指導者には ICHIフィールドテストで

の成績優秀者で ICHI テキスト執筆者に講師

を依頼した。今後の我が国での ICHI 普及に

向けて指導者としての活躍を期待している。

来年度以降も感染対策に注意しながら地域研

修会を他の地域でも開催していく予定である。 

 

 

B．研究方法 

１）ICHIの動向 

 ICHIの今年度の動向についてWHO-FIC年

次会議・中間会議、ICHI 会議の活動、および

今後について記述する。 

２）ICHIの我が国への活用方法 

 ICHI の教育、普及のための方法を検討する。 

 

C．研究結果 

１）ICHIの動向 

 2021年 5月 3日に ICHI会議がWEB形式

で開催され、出席した。ここでは ICHIを公表し

ているブラウザが「ICHI Platform」から「ICHI 

online」に移行したことが報告された。このブラ

ウザには、ICHI 暫定版が掲載されており、そ

の修正部分についての報告があった。2020

年 10月以降も 345件のコメントがプラットフォ

ームで処理されてたことや、公衆衛生領域に

おいて「製品の Target」という新たな章が追加

されたことの説明があった。さらに海外での保

健・医療関連行為に関するコード使用例も紹

介され、今後各国で ICHI コードをどのように

扱っていくかについて議論された。 

 引き続き 5月 4日～5日に WHO-FIC 中間

会議の Family Development Committee, 

FDC では、前日の ICHI 会議の報告ならびに

ICD、ICF、ICHIの中心分類間で共有されるコ

ンテンツ、WHO-FIC Foundation の改良につ

いて、具体例を示しながら検討された。 

 10 月 18 日～22 日に WHO-FIC 年次会議

が開催、こちらも WEB 開催で、日本からは厚

生労働省会議室からの参加となった。代表研

究者は FDC の Voting member として出席、

他に ICD-11の教育・普及方法を ICHIの参考

にするため Education and Implementation 

Committee, EIC に、また伝統医学分野の情

報収集のため研究分担者が Traditional 

Medicine Reference Group, TMRGにも出席

した。ここでは ICHI の完成に向け、生活機能

や公衆衛生関連のレビュー・改善を行ってお

り、ICHI は近年中の完成が見込まれていると

報告された。これに対して、WHO は臨床領域

（Medical / Surgical contentや primary care）

については、既に完成し実際に使用している
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国もみられているが、生活機能と公衆衛生に

ついては関係者の努力で改善されているもの

の、ユースケースをテストする必要がある。臨

床領域部分を WHA で承認し、生活機能と公

衆衛生については別の時期にという考えもあ

るとの発言もあった。また ICHI の正しい使い

方について、EIC の協力も得て、トレーニング

の教材を作成する必要があるとも述べている。

提供するコンテンツの調整については、3つの

中 心 分 類 間 で 共 有 さ れ る WHO-FIC 

Foundation の改良がなされている。方法とし

てはまず解剖学的用語の表す意味が同等か

を確認し、最終的にどうするか、そしてその方

法を定める必要があると報告された。 

 

２）ICHIの我が国への活用方法 

 多くの保健・医療関係者に ICHI に対する理

解を深めてもらう目的で、令和２年度に「ICHI

テキスト 2021」を作成した。その内容は、①

ICHI の基本概念およびその構造、②事例紹

介の 2 部形式で構成され、計 136 例の事例

紹介では ICHI コードの具体的な検索方法を

提示している。作成には研究代表者、分担者

だけでなく ICHI フィールドテストに参加し、正

解率の高かった診療情報管理士にも執筆して

いただいた。 

 令和３年度になると、ICHI を検索できるブラ

ウザが「ICHI Platform」から「ICHI online」に

移行したため、「ICHIテキスト 2021」内に掲載

している ICHI コードの事例紹介の改訂が必

要となり、再度執筆者に原稿修正を依頼し、

改訂版「ICHI テキスト 2022」を完成させた（図

１）。 

 

 

 

図１．ICHIテキスト 2022：  

 

 

 今後の我が国での ICHI 活用にむけて、今

年度は 11月 20日に高松、12月 4日に札幌

の 2 か所で、「ICHI テキスト 2021」を用いて、

地域 ICHI 研修会を対面形式で開催した。サ

ンメッセ香川（高松）で開催した四国研修会で

は、指導者として研究代表者の川瀬と研究分

担者の阿部、横堀に加えて宮内文久氏、山元

大介氏が担当し、24 名が参加した。また札幌

ビジネススペースで開催した北海道研修会で

は、指導者として川瀬、横堀に加えて瀬尾善

宣氏、高橋 文氏、大井晃治氏が担当し、41

名が参加した。どちらの研修会もパソコン、ス

マホを用いての「ICHI online」検索方法を中

心に指導した。各地域での指導者は ICHI テ

キスト執筆者等であり、ICHIをこれまで触れる

機会が多かった方である。この方々とは事前

にWEBを用いて、どの interventionを研修会

で用いるかや ICHI online での具体的な検索

法等について確認することができた。 

 研修終了後にはアンケート調査を施行し、四

国研修会では参加者 24 名中 20 名、北海道

研修会では参加者 41 名中 17 名から回答を

いただいた（図２）。「これまでに ICHI の研修



5 

 

の経験は？」の問いには 80％以上の方が「な

い」と回答し、今回 ICHI を初めて扱う方が大

部分であった。「今回の研修の難易度は？」

の問いには「難しかった」が四国研修会では

12名（60％）、北海道研修会では 3名（18％）

であった。「今回の研修の理解度はどうでした

か？」の問いには、「理解できないところがあ

った」という回答が四国研修会では 9 名

（45％）、北海道研修会では 1 名（6％）であっ

た。「理解できないところがあった」と回答され

た方にその理由を尋ねると、「英語を理解して

い な い と 難 し い 」 が 最 も 多 く 、 次 い で

「Extension Codes が難しい」、「どの単語で

検索するかが難しい」、「コードの連結が難し

い」といった意見があった。 

 

図２．ICHI 研修会終了後のアンケート調査結

果 

 

 今後も広く ICHI を理解していただくために、

新たに改訂した「ICHIテキスト 2022」を用いた

講習会を予定しており、地域の指導者を育成

することで ICHI の教育・普及に貢献できると

考えている。 

 研修会開催以外に、7月 31日に開催された

日本診療情報管理学会 107 回生涯教育研修

会にて「ICHI について」の報告や、9 月 17 日

に開催された第 47回日本診療情報管理学会

学術大会にてシンポジウム２「ICD-11 の実際．

特別発言：ICHI について」の発表を行った。 

 翻訳については、Stem Code の 3 つの軸、

Target、Action、Means の項目についてはこ

れまで仮訳を行ってきたが、頻繁にその内容

が修正されるため、完全なものはできていな

い。 

 

D．考察 

 ICHI 開発が 2007 年にスタートして、今年で

15年目を迎える。2019年 7月から 2020年 2

月までに世界各国が参加して行われた ICHI 

フィールドテストでは、日本から 140 名が評価

者 と し て 参 加 し た 。 Public Health 

interventions（公衆衛生領域の保健・医療関

連行為）については、標準的な言葉、用語の

ない新しい分類であり、どの国においても正

解率が低率であった。ICHIにおいて公衆衛生

領域のための共通言語の開発に向けた一歩

であると前向きにとらえ、その改善を積極的に

行っており、ICHIは近年中の完成が見込まれ

ている。筆者が ICHI に係るようになって 8 年

目を迎え、WHAで承認が待ち遠しい。 

 ICHI コードは Stem Code と Extension 

Codes の組み合わせで構成されているが、

Stem Code は 3 つの軸で表現されている。

Target （3桁コード） は Action が実行される

実態で、身体の部位や身体機能 446 コード、

活動や参加 116コード、環境 107コード、健康

関連の行動 33コードなどの全 704コードから

なり（図３）、これまでの ICHI 暫定版から先天

性心血管系や筋骨格、特異的な部位につい

ての改訂が行われ、コード数が 35増加してい

る。今後も重複がないかを確認し、特に身体

機能に関する内容を継続的に整理するととも

に、ICF更新に応じて ICHI Targetおよび関連
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する保健・医療関連行為の更新を行う予定で

ある。 

 

図３．ICHI Target 

 

 

 Action （2 桁コード） は Target に対して何

を行うかを示したもので、診断 12 コード、治療

78 コード、管理 12 コード、予防 21 コードなど

の全 125 コードからなり（図４）、これまでの

ICHI Beta 3からコード数が 7増加している。 

 

図４．ICHI Action 

 

 

 Means（2 桁コード） は Action が実行され

るプロセスと方法を示したもので、到達方法

13 コード、技術 16コード、方法 3 コード、サン

プル 8コードなどの全 42コードからなり（図５）、

これまでの ICHI 暫定版からコード数が 2 増

加している。 

 

 

 

図５．ICHI Means 

 

 

 Extension Codes は、Stem codeでは十分

表現できない、あるいは区別できなない保健・

医療関連行為を精緻化するために、便利なコ

ードだが、どのような場合に付記するかのル

ールがはっきりしていないため、とても煩雑で

ある。その内容は 8 つの大分類に分けられ、

付加的な記述、情報 82コード、Targetの補足

936 コード、支援製品 157コード、診断のため

のテスト 119 コード、数 35 コード、テレヘルス

（遠隔医療を含む）5 コード、治療用製品 187

コード、部位 29コードの全 1,550コードからな

っている（図６）。これまでの ICHI 暫定版から

は大分類が 2 つ、全コード数が 7,463 減って

いるが、これは整備中の影響と思われる。

WHO-FIC Foundationという共通のストックか

ら ICD-11 も ICHI も Extension Codes を引

き出すようにしており（図７）、その共通化を考

えているためか、現在 ICHI onlineでは 

 

図６．Extension Codes（Pre-final版） 
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「No Code Assigned（コードが割り当てられて

いません）」と表示され、具体的なコードは示さ

れてていない。できるだけ早急に整備されるこ

とを期待している。 

 

図７．WHO 国際統計分類ファミリー WHO-

FIC 

 

 

 診療情報管理士をはじめ、なるべく多くの保

健・医療関係者に ICHIに対する理解を深めて

もらう目的で令和２年度に「ICHIテキスト2021」

を作成した。このテキストは、①ICHIの基本概

念、およびその構造について、②ICHI コード

の事例紹介の 2部形式で構成され、事例紹介

では Primary care interventions  26 例、

Medical‐ surgical interventions 52 例 、

Functioning interventions 46 例 、 Public 

Health interventions 12 例の計 136 例に対

する具体的な検索方法を提示した。事例紹介

のなかには Extension Codes を付記する事

例も 29 例掲載している。作成には研究代表

者、研究分担者だけでなく ICHIフィールドテス

トに参加し正解率の高かった診療情報管理士

にも執筆を依頼した。 

 令和 3 年 11 月に、のテキストを用いの四国

研修会（高松）を開催した。パソコン、タブレット、

スマホで ICHI onlineのブラウザを開き、具体

的な術式名や検査法の ICHI コードを検索し、

体験していただいた。正しく検索できない場合

には、指導者が付き添い、全員ができてから

次の問題に取り組んだ。 

研修終了後のアンケート調査結果から、今

回 ICHI を初めて扱う方の参加が大部分であ

った。「今回の研修の難易度は？」の問いに

対して、初めて行った四国研修会では 60％の

方が「難しい」と回答し、「研修の理解度は？」

の問いに対しても 45％の方が「理解できない

ところがあった」と回答している。その理由とし

て 「 英語 を理解 し てい な い と難 しい 」

「Extension Codes が難しい」といった意見が

多いことがわかった。このため 2 回目の北海

道研修会（札幌）では研修内容を Stem Code

中心に変更するとともに、検索用語も英語名

を記載した資料を当日配布し、コピー＆ペー

ストできるように工夫した。これにより「難しい」

と回答した割合は 18％まで減少できた。今後

は ICHIの理解度が高まることを考慮して初級

者コース以外にアドバンスコースの研修形式

も考慮したい。 

 ICHI final 版が完成し、近年中の WHA で

の承認後は、「ICHI online」の日本語訳が必

要になる。WHO での公用語であるフランス語、

ロシア語、中国語、スペイン語、アラビア語の

6 か国語は WHO の責任において翻訳される

が、残念ながら日本語は独自に翻訳が必要で

ある。2018年 6月に承認された ICD-11の日

本語訳は難渋しているときいている。ICHI に

おいては手術、処置、検査、伝統医学の領域

から順次、仮訳を行う予定を組んでいる。最終

的には外保連、内保連、看保連に仮訳の承認

をお願いする予定である。 

 

E．結論 

 現時点で ICHIは開発途中であり、現在生活

機能や公衆衛生領域については関係者の努

力で改善されており、近年中に WHA での承

認が期待される。承認後の ICHI の我が国へ
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の活用については、まずは多くの医師・医療

事務の方に ICHI を理解していただくことであ

る。そのために教育・普及のための教材の基

本となる「ICHI テキスト」の修正や ICHI 地域

研修会の開催を継続するとともに、さらなる 

ICHI 指導者の養成を行っていく。さらにその

後、日本語への翻訳などと並行して、ICHI の

国内利用ついての具体的方法を立案し、厚生

労働省に提案したいと考えている。 

 

F．健康危険情報 

特記事項なし。 
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